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「『らしさ』って何？」            校長  木村 典明 

私の実家は元寿司屋で、私はその孫になります。私が生まれたときはすでに店仕舞
いをしていたので、営業当時の様子は話で聞いただけですが、そこそこ評判の店で東
京からわざわざ横浜まで通ってくる常連さんもいらしたと聞いています。 

ですから、子どもの頃から誕生日やクリスマスなどの特別な日には、家でお寿司を
握ってもらって食べていました。目の前でマグロやイカが握られてポンッとおかれ
ると、うれしくって手づかみで口の中に流し込むようにして食べていました。地元の
魚屋さんからいいネタを安く仕入れて握るので、お店で食べるよりはるかに安く、
「無限に」と言っても大げさではないぐらいの食べ放題状態でした。そんな訳で、子
どもの頃の夢は「お寿司屋さん」でした。「大きくなったら何になるの？」と聞かれ
ると、「お寿司屋さんになりたい！おばあちゃんみたいな」と言っていました。 

ここまで読まれて「え？」と思われた方は多いのではないでしょうか。多分、私の
祖父をイメージされて読まれていた方がほとんどだと思います。寿司屋というと、頭
にハチマキを巻いて華麗な手さばきで一貫一貫丹念に握り、威勢よく「へいっ！お待
ち！」とか言って寿司下駄に乗せてくれる男性を思い浮かべますよね。「男らしさ」
「女らしさ」という社会が作り出した枠組みの中で、いつのまにか、これは男性の職
業、これは女性の職業と刷り込まれているのだと思います。 

利便性や効率性を考えると「男性用」「女性用」という区別が必要
なことも分かってはいますが、性的マイノリティの社会的受容が進め
られている中で、「男らしさ」「女らしさ」という思い込みは、すで
に合理性に欠くものとなっています。そういったことが障壁となっ
て、子どもたちの夢が叶わなかったり、人権が守られなかったりする
ことなく、世の中の理解が広がればいいなと願っています。 

実家の寿司屋は、もともとは伯父が営んでいました。その伯父が戦
死し、祖母が引き継ぐことにしたものです。祖母は、高齢になってか
らも三味線を弾いたり洋菓子を作ったりするチャレンジ精神旺盛な
人でしたので、きっと、強い意志で寿司屋の暖簾を守り続けようとし
たのだと思います。寿司屋は男性の職業と思い込んでいる人が多い中
で、きっといろいろな苦労があったことと思いますが、祖母が亡くな
った今となっては知る由もありません。 
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◇そうだ ○○へ行こう ―合同学芸会行われる― 

１月 19 日（水）に金沢公会堂にて、個別支援学級の金沢区合同学芸会が催され
ました。各校の個別支援学級の生徒が、５分ほどの出し物を発表しあって鑑賞する、
というものです。ダンス、ハンドベル、楽器の演奏など、どの学校も工夫をこらし
ていて見ごたえのある内容でした。 
本校の出し物のタイトルは「そうだ ○○へ行こう」。JR 東海の CM「そうだ 京

都、行こう」をイメージしていただけると分かりやすいかもしれません。ステージ
上のスクリーンに、本校の生徒たちが校外学習で行くはずだったソレイユの丘、鎌
倉、北海道の画像が映し出されます。そして、BGM は、おなじみの「My Favorite 
Things」（「そうだ 京都、行こう」で使われているあの曲）です。なんと、この「My 
Favorite Things」を、７組のみなさんが箏曲として生演奏したのです。みんな真
剣なまなざしで箏を見つめ、一音一音きれいに出るようにていねいに絃をはじいて
いました。そのひたむきに演奏する姿は、見ている私たち観客の心を打つのに充分
なものでした。もう一つ特筆すべきだったのは、スクリーンに映し出される合成画
像です。７組のみなさんの写真と北海道などの風景が合成されているのですが、ポ
ーズの取り方が別撮りしたにもかかわらず、風景に実によく合っていました。他校
の校長先生からも、「作りこまれていて、すごくよかったですね」とお褒めの言葉
をいただくぐらいの、素晴らしい発表でした。 
 

◇達筆ですね ―校内書初め展― 

校内書初め展が行われました。お正月に書いた生徒たちの力作が、教室にずら
っと掲示された様はなかなか壮観です。 

この書初め展は、①日本の伝統文化の一つである書初めに関心をもつ②新年を
迎えた清新な心境でのびのびと書く③相互の作品を鑑賞しあう、をねらいとして行
われたものです。課題は、１年生が「不言実行」、２年生が「夢を信じる」、３年生が「新春
に誓う」でした。 

 
◇頑張ったね！ -部活動の成績-  
 
卓球部が県大会に出場し、優秀な成績を収めましたのでご紹

介します！ 

 

 
 

 

  

 
 

 
神奈川県大会  女子団体 ベスト 16 
全横浜卓球大会 女子団体 A ブロック準優勝 



◇お詫び  ―講演会･保護者交流会の延期―  

登校しづらさを感じるお子さんとの向き合い方についての講演会と悩みや
お困り感をシェアする保護者交流会を１月 20 日（木）に予定していました
が、当新型コロナウイルス感染症の感染状況に変化があり、誠に残念ながら
急遽延期とさせていただきました。会に参加するために、お仕事をお休みさ
れていた方も多くいらっしゃることと存じます。多大なる御迷惑をおかけし
ましたこと、心より深くお詫び申し上げます。 

感染状況が落ち着きましたら、改めて実施日を決めてご連絡差し上げます
ので、よろしくお願いいたします。 

 

◇２月の主な予定 
2007 年、カナダ・ノバスコシア州の中学３年生の男子生徒が、ピンクのシャツを着て登校したこ

とからいじめにあいました。それを知った２人の上級生の呼びかけにより、賛同した多くの生徒が
ピンクのシャツや小物を身に着けたことで、いじめがなくなり男子生徒が安心して登校できるよう
になったそうです。このことがメディアに取り上げられて、カナダ全土に広がり、2008 年２月にブ
リティッシュ・コロンビア州知事が、「2 月の最終水曜日を“ピンクシャツデー”にする」と宣言し、
今では、世界中の 180 以上におよぶ国と地域で、様々な取組が行われています。神奈川県でも、2
月をピンクシャツデー月間とし、23 日はパネル展が行われる予定です。 
 

 

４日（金） 
７日（月） 
10 日（木） 
11 日（金） 
15 日（火） 
18 日（金） 
19 日（土） 
22 日（火） 
23 日（水） 
 
24 日（木） 
25 日（金） 

３年学年末試験（昼食あり） 
朝会 
私立高校入試（別日の学校もあります） 
建国記念の日 
公立高校学力検査・1･2 年学年末試験（～17 日） 
３年特別時間割開始 新入生説明会 
新入生ジャージ販売(～20 日) 
学校懇話会（中止） 
天皇誕生日・３年卒業旅行（～24 日） 
ピンクシャツデー 
２年進路説明会 
３年振替休日 

次回の発行予定日は３月１日（火）です。 


